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左団扇的 ゅ。百年河清ω約ⅢⅢu lを待つ
◇働 くこともなく 吉 労をすることもなく の んびり
すこと

左手で団扇を持ってのんびりあおぐ の 吉.
【百て,河清を行つ】◇どんなに待ち続けても実現の見込みがない。

「河Jは ☆河。常に濁っている輩河の水が消く澄むのを |
待つ、の意。ま河の水は千年に一度層むと言われた。  |

場が下がったら助成し、損が生したら市が面倒をみますJで は納得できま

せん。民間会社はヤに経営努力を求められています。毎月の相場ではなく、

せめて年間を通しての損誌をみて、助成すべきは助成するという形が詐で

『結きていることわぎ』

大型連体が新型インフルエンサの世界的流行で水を差された態がします。ETC車
のみですが高連道路料金が1000円になり渋溝が2倍 になったとの報道もありました。
良いこともありましたが 反 面、宮光車はいい迷導だぅたことでしょう.ま た 定 額
給付金や子育て応援特別手当等も、も,と 長期的な視野に立った施策にすべgと 思い
ます。 「国会議貝よ も っと考えた政策をしてくれよJと 言いたい
ところで 6月 21日は独橋市長選挙の投票日です。このような社会情勢ですから
私は さ まざまな批判を覚指 し立候怖された現職にエールを送ります。低投票率が悪
合されますが 私 たちの一番身江であり重要な選挙ですから 市 民のためtこなる候補
者を選択するために必ず投票に行きましょう。 (今回は3月 議会の報告をしとす)

③有価物 資 源ごみ回収費について

市は、trl聞紙などを回収する業者 (組合)に 対して、古

紅価格が猥落し、売去P須で有価物回収の費用がRHえない時

は、予算の範囲内で助成しています。その助成する判断は

1ケ月単位で行われています。

「高値安定の時はそのまま回収業者の利益ていいが、相

も納得できるのではないですか。 と質問 しま した。

一 媒卿 長の答介 ―

有価物『収業者はすべてが個人商店で 零 細企業なので 経 瞥
基盤の安定と強化を図る目的があり pjB金 の支払いは有価物日
収功成金交付要領第 3条 の規定により月払いとしていて 今 後も

画
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4回 の損1に
で勁成を



維続したいと考えています。

(2間 目)平 成18年度の 「知売問買い入れ価格Jが 1億 5385万円、■J成金

が1億 2644万円。平成19年度の 「卸売商買い入れ価格Jが 2億 6475方円、

助成金が2234万卜Jとなっています。月単位で結税ですから助成金を友付す

る目安と 「回収業者の経常基盤の安定を図る目的で

回収に要する経費から有価物の売却益を差し引いた

額を予算の範囲内で助成するJと のことですが、回

収業音が 「左団筋』だと言われないためにも、回収

に要する経費の根拠を示してください。
一 環境部長の答弁―

本年度の場合 月 額2300万円 (車両38台分)を 回収に要する経費と算定していて
売却益がおおむ43月額2300万円を下まわる場合が助成の対象となります、回収に要
する機抑 算定は 毎 年 物 価変動を考慮した して 人 件費や輪料受など、回収に
かかるであろう経費を市が積算して決定 しています。

②生活保護費について

昨年の12月議会で、生活保護資の不正t~給をしている者がいる話を開く

ので、紋底調査する 「裕付金調査班Jの 設置を要望しました。そのことが

市議会だよりに掲載され、それを見た西価橋の女性から「私のそばに、一

人暮 らしで生活保護を受けている人at、家華な暮 らしを し

ている。徹底的に調査 して生 しいJと 電訴がありました。

市では、生活保護空受給者にどのような調査を している

ので しょうか。

一 福祉サービス部長の答才―

調査の内容は 資 産 資 力 能 力に関することや 授 族からの
扶養の可否tつ いてです。保護セ給者の桐々人の置かれた環境

こんなことでヽない

と思い■す水―…

「Ⅲだくし生活保護セ 状 況に合わせて ケ ースウーカーと査察精撃貝のチームで調査を
セけてぃ=すのよJ し てぉり、保護のお千実施に向けて努力しています。

③商工業 観 光へ農業の振興について

これ らの予算は毎年のように、柿助金、奨frl金、交付金等のオンパ レー

ドです。それも少額なものばかりです。経済部はお金

を配るだけが仕事のように感しられます。商工業者や

農業間lr者に対して、積極的な提案や指導をし、リー

ダーンップを発算すべきであり 「百年河清を待つ』こ

とがないよう経済部の奮起を期待しますか。
一 経 済部長の各弁 ―

機会をとらえて情報交換に努めておりますが 今 後はさらに意見交換を深め 新
たrA活性化策の展開を図ってまいります。


